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る o 以上により、固体粒子と乱流渦の相互作用を解明する数値解析法を確立している o

































(2) 混相乱流の素過程として渦放出を伴う球まわり流れの 3 次元解析を行い、粒子後流渦がエネルギー収支に及ぼす
影響とその空間スケールを明らかにし、混相乱流のモデリングに考慮すべきことを指摘している o また、一様乱流
場に相対的な位置関係を固定した粒子を移動させるなど、数値シミュレーションの特長を活用した実験を行い、後
流渦列による乱流渦の分断による空間スケール変化の機構を解明している D
(3) 平行平板間乱流の直接数値計算においては、まず、既存の実験条件に対応する測定結果と良好な一致を得て、壁
乱流における信頼性も実証している。さらに、個々の粒子から非定常渦放出があるような高レイノルズ数領域まで
計算範囲を拡張しているo これらの計算結果から、壁近傍の縦渦群の形成機構における粒子力および粒子後流渦の
それぞれの寄与を明らかにするとともに、有限体積の粒子に対する質点モデルの精度や質点モデ、ルで再現可能な流
れの範囲を示し、工学的に実用性の高い粒子運動モデ、ルの検証も行っている。
以上のように、本論文は、乱流と固体粒子の相互作用を高効率かっ高精度に解析する数値計算法を提示するととも
に、種々の混相乱流の素過程を解明した結果をとりまとめたもので、粒子のみならず複雑形状物体または移動物体を
含む広範な流れ場を解析する方法への波及効果が大きし」これらの成果は流体力学に新しい知見を与えるものであり、
機械工学の発展に大きく寄与しているo よって、本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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